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研究成果の概要（和文）： 近年の計算機技術の進展により、大量の映像を蓄積することが可能

になり、大規模な映像コーパスを構築できる時代になっている。映像コーパスは、映像検索や

映像理解のための知識源として有用であるが、映像コーパスを活用するには、テキスト処理に

おける辞書に相当する映像オントロジーの構築が不可欠である。そこで、映像オントロジーの

構築を効率的に行うためのプラットフォームとして、映像コーパス、計算機クラスタ、Ground 
Truth 作成環境の３者を、シームレスに統合したテストベッドを実現し、その有効性を検証し

た。 
 
研究成果の概要（英文）： Recent advancements of computer technologies enable us to 
construct large-scale video corpora.  Meanwhile, in order to take their advantages, it 
is essential to construct video ontologies, which play the role of dictionaries on content 
analysis.  Therefore, we developed a test bed for constructing video ontologies from 
video corpora with seamlessly integrating video corpora, a computer cluster, and 
ground-truth editing environment. 
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１．研究開始当初の背景 

 
近年の計算機技術の進展により、大量の映

像を蓄積することが可能になり、大規模な映
像コーパスを構築できる時代になっている。
映像コーパスは、映像検索や映像理解のため
の知識源として有用であると考えられるが、

これまでの取り組みから、映像コーパスを活
用するには、テキスト処理における辞書に相
当する『ビデオオントロジー』の構築が不可
欠であることが明らかになっている。ビデオ
オントロジーとは、映像情報に現れる概念、
特に、代表的な被写体に関する属性情報や、
映像の修辞構造（カメラワーク、シーン構成、
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映像文法等）を辞書や事典のように集積した
ものである。ビデオオントロジーを整備する
ことは容易ではないが、逆に、ビデオオント
ロジーを整備しない限り映像の高度利用は
困難である。というのも、映像では内容に直
接関係するのは極一部分であり、背景知識に
よる絞込みが不可欠だからである。 
 
２．研究の目的 

 
では、そのようなビデオオントロジーをど

のようにして構築するかであるが、原始的で
はあるがひとつひとつ人手で積み上げてい
くしかない。ただし、完全手動では困難であ
るため、事例集としての映像コーパスと知識
獲得のための映像解析技術を組み合わせた
半自動での構築が現実的である。すなわち、
映像コーパスを対象としてデータマイニン
グを行い、映像解析に有用な知識を積み上げ
ていくのである。本研究の目的は、このよう
な知識の積み上げを効率的に行うための『共
同利用型テストベッド』を実現することにあ
る。ビデオオントロジーの構築に必要とされ
る映像コーパス、計算機クラスタ、Ground 
Truth 作成環境を多数の研究者が効率的に
共同利用可能なプラットフォームを実現す
ることで、ビデオオントロジー構築のハード
ルに対して突破口を開くことを狙っている。 
 
３．研究の方法 
 

上述のとおり、ビデオオントロジーを構築
するには知識の積み上げが必要であるが、そ
れには以下の困難が伴う。 
 
(1) 映像の内容は多岐に渡るため、様々なド

メインに対する包括的な取り組みが必要
である。 

(2) 事例集として必要な映像コーパスの維
持・管理コストが大きい。 

(3) 映像コーパスを対象として映像解析処理
を実行することは、現在の高速な計算機
をもってしてもコストが大きく、計算機
クラスタでの並列処理を必要とするなど
ハードルが高い。 

(4) 抽出された知識の妥当性を検証するため
には、人手による正解集合 (Ground 
Truth)を作成する必要があるが、多くの
人手と手間を要するため正解集合の作成
は人的コストが大きい。 

 
 そこで、本研究では、これらの問題を解決
する方策として、映像コーパス、計算機クラ
スタ、Ground Truth 作成環境の３者をシー
ムレスに統合し、複数の作業者が効率的に利
用可能なプラットフォームを構築した。 
 

４．研究成果 
 

本研究の有効性を検証するための実証実
験として、震災後のテレビ報道におけるニュ
ースショットの分類と分析を行うためのプ
ラットフォームを構築し、ニュースショット
の出現傾向の分析を行った。ショットの検出
は計算機クラスタを用いた自動処理によっ
て行い、ショットの分類は図 1に示す作業用
の HTML ページを作成し、目視による人手の
作業によって行った。全ての番組を対象とす
ることは量的に困難であるため、NHK ニュー
ス 7 の震災後４ヶ月間に絞って分析した。
ただし、震災直後の 3月 11日から 3月 13日
までは、臨時ニュースと同様に通常番組を中
止してのニュース速報体制だったため、NHK 
ニュース 7が再開した 3月 14日から 7月 11
日までを対象としている。また、NHK ニュー
ス 7 は、しばしば番組が延長されることが
あるが、今回の分類作業では、一律に先頭の
30分のみを対象として分類作業を行った。学
生アルバイト 6人で分担して作業してもらっ
たところ、作業時間は、1日分（30分）を処
理するのに、休憩時間も含めて約 1時間必要
であった。そのため、半年分を処理するのに、
のべ約 200時間の作業時間を必要とした。ま
た、一人による作業だけでは、誤解に基づく
誤りや集中力の不足による見落としなどが
避けられないため、学生アルバイトによる作
業結果をそのまま使うのではなく、研究者に
よる確認を経たもののみを使うことにした。
そして、得られた分類結果を用いてショット
の出現傾向について分析した結果、図 2に示
すとおり、モノローグや説明用補助資料の出
現頻度はニュースの内容によって大きく変
動することが明らかになった。特に原発事故
についての分布が際立っており、モノローグ
が少なく、メインスタジオと説明用補助資料
の割合が大きくなっている。これは説明用補
助資料を用いながら、原発の状態等について
しばしば解説されていたためだと考えられ
る。放射能汚染についても同様の傾向が見ら
れるため、原発事故と同様に説明用補助資料

図 1 ショット分類作業用 HTML ページ 



がしばしば用いられたのだと考えられる。他
方、モノローグの割合が最も高かったのは、
原発による避難であった。政府の記者会見や
避難者のインタビューなどがしばしば取り
上げられた結果だと推測される。また、原子
力発電全般、および、政治／政府／行政にお
いても、モノローグの割合が比較的大きくな
っており、これは政治家のスピーチやインタ
ビューの割合が高かったためだと考えられ
る。政治における言葉の重要性を再認識させ
る結果となっている。以上の結果は、テレビ
報道において視覚的情報がどのように活用
されているのかを考察する上で具体的かつ
客観的な手掛かりになるものと期待できる。
また、この実験は、映像コーパス、計算機ク
ラスタ、Ground Truth 作成環境を統合する
という映像オントロジーを構築するための
プラットフォームを実現したものであり、半
年間に渡る大量の放送映像に対して俯瞰的
な考察を可能にしている点に大きな特徴が
ある。 

一方、震災直後からの数日間は通常番組は
中止され、臨時ニュースの形で最新情報が逐
次報道されるという極めて稀な状況にあっ
た。そこで、複数チャンネルに共通して現れ
るニュースショットの検出法（クロス TV チ

ャンネルフィルタリング）を適用することに
より、震災直後にどのようなニュースショッ
トが共通して使われていたのか検証した。図 
3 は、クロス TV チャンネルフィルタリング
の目的を図示したものである。計算機ハード
ウェア性能の向上により、複数チャンネルの
放送映像をまる一日分蓄積する映像アーカ
イブを構築することが可能になっており、ク
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図 2  NHK ニュース 7 の先頭 30 分間について トピック別に 
ニュースショットを分類した結果 (2011 年 3 月 14 日～7 月 11 日) 

午前 5 時 翌午前 5 時 １日(24 時間) 

Ch. F 

Ch. A 

Ch. B 

Ch. C 

Ch. D 

Ch. E 共通 
ｼｮｯﾄ 

放送映像ストリーム 

共通 
ｼｮｯﾄ 

図 3 クロス TV チャンネルフィルタリング 
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ロス TVチャンネルフィルタリングの目的は、
複数のチャンネルで共通に放送されたニュ
ースショットを発見することにある。より有
用なショットほどより多くのチャンネルで
放送されることを仮定すれば、クロス TV チ
ャンネルフィルタリングで検出されるニュ
ースショットは、他のニュースショットより
も視覚的に有用であることが期待できる。図
4 は、震災直後から翌朝までの間に複数チャ
ンネルで共通して使われたショットを示し
ている。この期間では、各局が個別に取材し
た映像とスタジオからの速報が中心であり、
複数チャンネルで共通して使われたショッ
トはごくわずかしかなく、政府による記者会
見と陸上自衛隊による空撮映像のみが検出
された。このように震災直後は、通常のニュ
ース番組とは全く異なる状況でテレビ報道
が行われており、今後さらに探求を進めてい
きたいと考えている。 
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図 4 震災当日に複数チャンネルで放送されたショット 


